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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、BID、BAK、BAD、BAXなどの他の細胞死促進タンパク質と重要なBH3ドメインを共有しており、このドメインは、アポトーシス促進活性、およびBCL2ファミリーの抗アポトーシス性タンパク質やウイルス生存促進タンパク質との相互作用に必須である。このタンパク質の活性は生存促進タンパク質の存在下では抑制されるため、抗アポトーシス性タンパク質の標的となる可能性が示唆されている。[RefSeq提供、2011年9月],ドメイン:BIK、BID、BAK、BAD、BAXは、アポトーシス促進活性、およびBcl-2ファミリーの抗アポトーシス性タンパク質との相互作用に、完全なBH3モチーフを必要とする。,機能:プログラム細胞死を促進する。アポトーシス抑制因子であるBcl-X(L)、BHRF1、Bcl-2、またはそのアデノウイルスホモログであるE1B 19kタンパク質に結合すると、この細胞死促進活性が抑制されます。BAXとは相互作用しません。,細胞内局在：核膜周囲および細胞質膜内。,
	研究分野
	細胞内; 関連タンパク質; 細胞生物学; アポトーシス; 核; 癌; 細胞死
	画像データ
	

	BIK抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	BIK抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	BIK抗体を用いたHUVEC/COLO205のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NBKポリクローナル抗体を1：500に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。

